
テーマ 子どもの居場所の提供

区市町村    杉並区

児童館名 　善福寺児童館

活動名 　図工室会議

目的
・子ども達が、自分達の居場所について、自分達で考える機会とする。

・自分だけでなく、みんなが楽しく気持ちよく図工室を使うにはどうしたらいいかを考える。

主な対象 小学3～6年生　約10人

活動の経緯

実践内容

＜活動の経緯＞

・図工室の利用が多く、いつも賑わっているが、片づけを最後までできなかったり、材料を無駄

に使う姿が見られるようになった。

子どもたちからも「次の人が気持ちよく使えない」「自分も散らかっている部屋で遊びたくな

い」などの声があった。そこで、図工室会議を開き、集まったメンバーに「図工室を良くする

リーダー」としての意識を持って、活動してもらうことにした。

＜実践内容＞

・実行委員形式を取り、小3～6年を対象にメンバーを募集した。

・定期的に会議を開催し、振り返りと課題について話し合う。意見を表明するのが苦手な低学年

にも丁寧に聞き取りをするため、１、2年生を対象とした「ミニ図工室会議」も実施した。具体的

な活動状況は以下の通り。

１、メンバー募集（9月3日～9月11日）

　　3年生5人、1，2年生4人が申し込んだ。

２、第1回ミニ会議（9月11日　１５：４５～１６：１５　1年2人、2年2人）

　　・１、2年生による会議。以下の４つの課題について話し合う。

課題１：＊今の図工室の使い方についてどう思うか？（使い方・片付け　など）

課題２：＊課題１を解決するには、どうしたらいいか。

課題３：＊材料についての意見

課題４：＊リーダーってどんな人？

３、第1回図工室会議（9月11日１６：１５～１７：１５　3年5人）

　　・ミニ会議と同じ課題について、ミニ会議の結果も踏まえて話し合う。

　　・会議で決定したルールをポスターにして、図工室に貼り出すことにした。

　　・曜日ごとに当番を決めて、ボンドや折り紙の補充、整理整頓、のりのふたが

　　　閉まっているかの確認、水の無駄使いをしていないかの確認等を担うこと

　　　になった。

　　・材料について、テープは3枚使用可から5枚使用可へ。

　　・月に1日だけ、「折り紙使い放題」の日を設けた。

４、第2回図工室会議（10月30日１６：１５～１７：１５　3年5人）

　　・新しいルールや、材料について、効果があったかを話し合う。材料については、とても良

かったので、継続。課題は、武器を作ってしまう人への対応は当番の図工室リーダーが注意して

いくことを確認。また、目標を1日ずつ変えていこう。ということになった。

５、第3回　図工室会議（11月27日１６：１５～１７：１５　1，2年3人　3年2人）

・最近の図工室の様子を話し合う。

・前回の会議以降、守られているルールと守られていないルールの検証。守られているものは、

ポスターからはずすことになった。

・テープの長さの目安を示す貼り紙を設置した。



児童館のプロフィール

児童館名 杉並区立善福寺児童館

運営主体 公設公営

所在地・電話番号 杉並区善福寺１－１８－９

開館日・時間・休館日

開館日（毎日　但し、月曜日は親子利用のみ）

　　　　　時間：月～金　１０：００～１８：００　　土・日　９：００～１７：００

休館日（祝日）

活動の経緯

実践内容

＜活動の経緯＞

・図工室の利用が多く、いつも賑わっているが、片づけを最後までできなかったり、材料を無駄

に使う姿が見られるようになった。

子どもたちからも「次の人が気持ちよく使えない」「自分も散らかっている部屋で遊びたくな

い」などの声があった。そこで、図工室会議を開き、集まったメンバーに「図工室を良くする

リーダー」としての意識を持って、活動してもらうことにした。

＜実践内容＞

・実行委員形式を取り、小3～6年を対象にメンバーを募集した。

・定期的に会議を開催し、振り返りと課題について話し合う。意見を表明するのが苦手な低学年

にも丁寧に聞き取りをするため、１、2年生を対象とした「ミニ図工室会議」も実施した。具体的

な活動状況は以下の通り。

１、メンバー募集（9月3日～9月11日）

　　3年生5人、1，2年生4人が申し込んだ。

２、第1回ミニ会議（9月11日　１５：４５～１６：１５　1年2人、2年2人）

　　・１、2年生による会議。以下の４つの課題について話し合う。

課題１：＊今の図工室の使い方についてどう思うか？（使い方・片付け　など）

課題２：＊課題１を解決するには、どうしたらいいか。

課題３：＊材料についての意見

課題４：＊リーダーってどんな人？

３、第1回図工室会議（9月11日１６：１５～１７：１５　3年5人）

　　・ミニ会議と同じ課題について、ミニ会議の結果も踏まえて話し合う。

　　・会議で決定したルールをポスターにして、図工室に貼り出すことにした。

　　・曜日ごとに当番を決めて、ボンドや折り紙の補充、整理整頓、のりのふたが

　　　閉まっているかの確認、水の無駄使いをしていないかの確認等を担うこと

　　　になった。

　　・材料について、テープは3枚使用可から5枚使用可へ。

　　・月に1日だけ、「折り紙使い放題」の日を設けた。

４、第2回図工室会議（10月30日１６：１５～１７：１５　3年5人）

　　・新しいルールや、材料について、効果があったかを話し合う。材料については、とても良

かったので、継続。課題は、武器を作ってしまう人への対応は当番の図工室リーダーが注意して

いくことを確認。また、目標を1日ずつ変えていこう。ということになった。

５、第3回　図工室会議（11月27日１６：１５～１７：１５　1，2年3人　3年2人）

・最近の図工室の様子を話し合う。

・前回の会議以降、守られているルールと守られていないルールの検証。守られているものは、

ポスターからはずすことになった。

・テープの長さの目安を示す貼り紙を設置した。

活動の経緯

実践内容

＜図工室リーダーの仕事＞

１、ルールを守っていない人に注意をする。

２、図工室の整理整頓をする。

３、折り紙の補充をする。

４、ボンドやのりの補充をする。

★図工室ルールの同じ項目で、3回注意しても治らない場合は、入室禁止とする。

効果や課題

・子どもが決めたルールなので、自分達でも守ろうという気持ちになる。

・子どもが考え、発言したことが児童館のルールとして採用され、皆からも感謝されることで、

「自分も皆の役に立った」「児童館が良くなる過程に加われた」など自己肯定感が高まったり、

次も意見・考えを述べてみようかなと思ったり、自信にもつながる。

・子どもが子どもに注意を促し、職員に代わる動きをすることで、縦の繋がりや、上級生への憧

れを持つ下級生が増える。

・図工室への愛着が育ち、部屋や物を大切に使う気持ちが育まれる。

・今後も、定期的に会議を行い、見直しと課題解決をしていく。また、より多くの子ども達に参

加してもらうためのＰＲを工夫し、図工室会議の魅力を伝えていく仕掛けを検討する必要があ

る。

また、善福寺児童館には「中・高校生委員会」があり、中学生、高校生の委員が、中高校生のた

めの企画を立案・準備したり、小学生のために楽しい行事を実施したり、地域のために清掃活動

をしたり、区内の中高校生の居場所のあり方を課長に提案したりしている。小学生低学年の頃か

ら、児童館で意見を表明したり、自己実現をしたりという経験を積んできた委員もおり、それぞ

れの年代における「思い」を大切にしながら、楽しい児童館、住みやすい地域づくりを、子ども

から大人まで一緒に実現していく地域にしていきたいと考えている。


